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清水町では、町ぐるみで子どもたちを育てていくコミュニティ・スクールが

進められています。 

各保育・教育現場では、夏を迎えたものの急に暑くなったり雨が降り気温が

下がったりと安定しない天候の中、子どもたちの体調に注意を払いながら活動

を進めています。そのよう中でも子どもたちは元気に活動し、地域の方々にも

多くの場面で協力をいただいたています。 

今月号においても地域の方々と子どもたちの関わりを中心に、その様子をお

伝えいたします。 

 

 

【清水ブロック】 

しみず認定こども園 

みんなで夏祭り！ 
７月７日夏祭りがありました！ 

前日から出店が準備されているのを見てワクワク、ウキウキしていた子ども

たち。 

当日は「何がもらえるんだろうね！」「あれ楽しそう！」とお友達と楽しそ

うに会話をするかわいい姿がありました！ 

令和８年７月号 



2 

 

いざ、出店が開店すると行きたかったお店に一目散に並び、わにわにパニッ

クやヨーヨー釣り、いきものすくいや輪投げなどたくさんのお店をお友達と一

緒に楽しんでいました！全てのお店を回り終わっても、みんなで集まってヨー

ヨーをするなど、最後まで夏祭りの雰囲気を楽しんでいた子どもたちでした！ 

 

 

清水小学校 

清水町を好きになる「まちたんけん」 

７月３日、２年生の「まちたんけん」が

行われ、子どもたちが安全に探検し、目

的地にたどり着けるよう、ボランティア

の人に手伝っていただきました。 

２年生では、生活科の活動として、毎

年、清水町内のお店を訪問して調べ活動

を行う「まちたんけん」を行っています。  

子どもたちが自分たちで目的地を選択

し、質問や調べたいことを準備して訪問

し、最後は大きなマップにまとめたり、感

謝のお手紙を書いたり、日記にまとめた

りします。 

当日、子どもたちは、お店の人に自分た

ちで元気に挨拶し、お店で発見したこと、

教えてもらったことを一生懸命メモして

いました。 

また、交通安全に気を付けながら、目的地までに清水町内でいろいろな発見を

するなど、たくさん清水町に親しむ活動になりました。 

ボランティアの皆さんのおかげで、毎年安全に「まちたんけん」ができていま

す。 

清水町のよさ、人々のやさしさに触れ、もっと清水町が好きになるすてきな体

験として、今後も取り組んでいきたいです。 

 

《協力いただいた事業所等》 

 石原薬局、清水印刷、静月菓子店、辻屋精肉店、フラワー&ホビーヤマダ、 

あすなろファーミング、清水町文化センター、清水町生活安全推進委員会 
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清水中学校 

地域探求学習(１学年) 

６月２２日１学年の総合的な学習として「地域探

求学習」を実施しました。 

清水町内の様々な場所（ＪＡ十勝清水、清水町商

工会、あすなろファーミング、清水日赤病院、郷土

史料館等２４カ所）を各班で訪問し、町民の方々か

らたくさんお話を聞いて学ぶことができました。Ｈ

ＴＢの取材がありテレビ放送されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書写ボランティア(３学年) 
６月１１日～３０日３学年の国語科

の書写の授業に外部講師として町内の

書写ボランティアの方にお手伝いをし

ていただきました。 

生徒は毎時間、専門的なアドバイス

を受け、丁寧に取り組んでいました。 
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【御影ブロック】 

御影こども園 

お兄さんお姉さんありがとう！ 
御影中学校の３年生の皆さんが、保育

実習で来園し、園児たちとの交流が行わ

れました。 

子どもたちもこの日をとても楽しみ

にしていたので、目をキラキラさせて参

加していました。 

戸外では、ブランコ、サッカー、砂場、

追いかけっこなど、思う存分遊んでもら

って、たくさんの笑顔が見られました！ 

自由遊びの後は、遊戯場でゲーム交流。 

中学生が考えてくれた椅子取りゲ

ーム、お引越し、しっぽとりをみんな

で楽しみました。 

子ども達も大喜びの 1 日となりま

した。 

後日、お兄さんお姉さんからお礼の

お手紙が届き、「お姉さん優しかった

よねー！」「このお兄さんと遊んだ

よ！また来てほしいな」と毎日嬉しそ

うに眺めている子どもたちです♪ 

中学３年生の皆さんありがとうご

ざいました。 
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御影小学校 

 
御影小学校では、「北海道・十勝清水」を学ぶ活動を

通して、「ふるさと清水」への愛着を持ち、社会に貢献

する人を育てることを目標として十勝清水学を各学年

で進めております。 

その中でも、清水の産業である農

業や畜産業についての学習では、保

護者や地域の方々からご協力を得て体験的な活動を行ってお

ります。 

７月１日は澤山農場で４年生が「にんにく収穫体験」を行い

ました。 

畑からにんにくを収穫し、出荷できるように収穫したにん

にくの茎を切断する作業を行わせていただきました。 

７月７日は表牧場で１年生が「十勝若牛飼育見学」を行いました。 

生まれて間もない子牛から１年弱で大きく成長した若牛など広い牛舎を見学

させていただきました。 

収穫したにんにくは十勝清水にんにくファクトリー

（ＪＡ十勝清水町にんにく乾燥貯蔵施設）に運ばれ貯蔵

され、８月に施設見学を行います。 

また、６年生では十勝若牛の試食（調理実習）を行う

予定です。収穫や飼育見学など１つの活動で終わらず、

その後の過程についても連続して学び、さらに理解や関心を高めていくことが

十勝清水学のカリキュラムの特徴です。 

このような体験活動による学びは、地域の皆様のご

協力があってのものです。 

今後も学校と地域が連携し、子どもたちの学びの充

実に努めていきます。 

 

 

 

 

十勝清水学「にんにく収穫体験学習（４年）」  

「十勝若牛飼育見学（１年）」 
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御影中学校 

情報モラル安全教室 

7 月 7 日に、各学年それぞれの

特別活動の時間を活用し、清水町

教育委員会逢坂 ICT 支援員をお招

きして、情報モラル安全教室を実

施しました。 

携帯電話やスマートフォンの適

切な利用方法、インターネットや

SNS に潜む危険性、個人情報の取

り扱いについて具体的な事例を交

えながら学習しました。生徒は身

近な事例を通して、インターネッ

ト上の危険性や個人情報保護の重

要性を理解し、情報機器を安全かつ

適切に利用するためのルールやマ

ナーについて意識を高めることが

できました。夏休みを目前に控え、

生徒達は、改めて自分自身の SNS

の使い方を振り返る良い機会とな

りました。 

 

 

 

 

 


